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 論文審査の結果の要旨
 本論文は枯草菌におけるイソプレノイド生合成の基本となる炭素鎖延長過程に関与する酵素
 群に関する新知見をまとめたものである。論文は5つの章とまとめから成り,第一章で枯草菌
 のリゾチーム処理により得られる粗抽出液についての酵素活性の査定結果が述べられた後,第
 二章から第五章は分離された4種類のプレニルトランスフェラーゼについての各論となってい
 る。最後に本研究で相互分離されたこれら4種の酵素の相互関係とそれらにより形成されてい
 るイソプレノイド鎖延長系につき考察されている。
 第二章は新規酵素として分離されたヘプタプレニルピロリン酸合成酵素に関するものであ
 る。この酵素はE,E一ファルネシルピロリン酸(FP董))にイソペンテニルピロリン酸IIPP)を4
 分子連続的に縮合させて全E型のC35プレニルピロリン酸を与える。E,E,E一ゲラニルゲラニ
 ルピロリン酸(GGPP)もよい基質となるが,Z,E,E-GGPPは基質とならない。この縮合反応
 はIPP分子の2一位からProRの水素の脱離を伴うこと,反応条件の如何に拘わらず,生成物
 は常にC35体単一であることなどが確認された。さらにこの新酵素はC5→q。一・Ct5の最初の
 2反応の触媒能を欠くという極めて興味深い事実を明らかにした。
 第三章はFPP合成酵素に関するものである。本酵素は今まで細菌には存在しないと考えら
 れていたが,著者は枯草菌において初めてこれを見いだした。それによると,この酵素の触媒
 機能はステロイド合成能をもつ高等生物のそれと同じであるが,K+やNH,1+イオンで著しく
 活性化され,また界面活性剤で活性が増大するなど,高等生物の酵素にはみられない性質をも
 つことなどを明らかにした。
 第四章に述べられているウンデカプレニルピロリン酸合成酵素は乳酸菌と〃め祝oo6薦
 1%観偲に見いだされていたものと同じ。ヒうにCI5一>C55のZ型連続縮合の触媒能をもつことを
 確認するとともに,多数のアリル性基質を用いて詳細に基質特異性を調べ.本酵素の新しい性
 質を明らかにした。またK+,NH、+のほかNa+やしi+イオンおよびポリアミンによっても活
 性化されることを見いだした。
 第五章はGGPP合成酵素に関するものであるが,本細菌はカロチノイドを合成しないにも拘
 らず,この酵素が分離されたのは意外なことであったが,従来の酵素と異りFPI)とGGPPの
 両方が生成物となることが示された。
 最後に著者はここに分離された4種のプレニルトランスフェラーゼの相互関係と生合成一しの
 意義を論じ,糖キャリア脂質の生合成にはFPP合成酵素とC55PP合成酵素が,またメナキノ
 ンーC35の生合成にはGGPP合成酵素とC、5PP合成酵素が,それぞれ組になって能率よく鎖延
 長反応を司どっているものであろうと結論した。
 以上,高橋郁子の論文はステロイドもカロチロイドも合成しない細菌から4種類のプレニル
 トランスフェラーゼを分離し,それらのイソプレノイド生合成上の意義を明確にした点で貢献
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 するところ大であり,著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を持つこ
 とを示している。よって高橋郁子提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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